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沖縄県今帰仁村謝名方言のアスペクト・テンス・ムード

島袋幸子・かりまたしげひさ

１．はじめに

沖縄県の県庁所在地那覇市のある沖縄島は、面積、人口ともに琉球列島のな

かで最大の島である。沖縄島の諸方言は、主として音韻やアクセントの特徴

によって中南部方言と北部方言に区分される。動作や変化の進行を表わす

sagixN形が北部方言にみられないとか、連体形の語尾がｎｕであるとか、継

続相を表わす形式にとりたて助辞jaを含まないなど、中南部方言とは異なる文

法的な特徴が北部方言にみられる。しかし、文法研究の遅れから文法的な特徴

による下位区分と音韻的な特徴による下位区分が重なるのか詳細は不明である。

本稿は、沖縄島北部方言に属する今帰仁村謝名方言（以下、謝名方言､）の動

詞の終止形にあらわれるｓｕＮ形、Jit3uN形、Jit3eN形がどのようなアスペ

クトの、テンスの、ムードの意味を有するかを概観するものである2)。

それぞれの形のアスペクトの、テンスの、ムードの意味は分かちがたく複合

し、同時に多義的でもある。しかし、まだそれらを列挙しただけで、どのよう

な条件で実現し、語彙・文法的な系列とどのように関わるのか、あるいは、そ

れぞれの形式が相互にどのように対立しているかなど体系的に記述するにはい

たっていない。本稿は、謝名方言のアスペクト・テンス・ムード体系の記述の

ためのおぼえがきである。

1.1謝名方言の動詞のアスペクト・テンス・ムード

動詞のアスペクト・テンス・ムードに関わる形式は表lのようになる。

ｓｕＮ形は、動詞の第一中止形に人の存在を表わすｕＮ（ヲルに相当する形式）

が文法化して融合した形式で3)、西日本方言にみられる「シヨル」に相当する

形式である。西日本方言のシヨルと同じく進行過程にある主体の動作や変化を

表わすことができるが、ひとまとまりの動作や変化、限界に到達した動作や変

化を表わすこともできる。

－２４３－



【表ｌ】

ｌ３ｅＮ形

ｓｕＮ形は、テンスによって非過去形と過去形が対立するが、運動動詞の過

去形は第一過去形と第二過去形の二つの形がある。二つの過去形はアスペクト

的な意味と関わりながら発話主体の認識のしかたとかかわる認識的ムードの違

いによって対立している。第一過去形は、発話主体の直接知覚を明示しないが、

第二過去形は、発話主体によって直接知覚された過去の出来事を明示する4)。

第二過去形ｓｕｘｔ'ａＮは、西日本方言にみられる「シヨッタ」に相当する形式

で、動作、変化の進行を表わすアスペクト・テンス的な意味を有していたもの

から、発話主体が出来事を直接知覚したことを表わす「直接的エヴィデンシャ

リティー」を派生させたものだと考えられる５１。

Jit3uN形は、第二中止形（Jit3i）にｕＮ（居る）が文法化して融合した形

式である6)。西日本方言の「シトル」に相当する形式だが、西日本方言のシト

ルがパーフェクトを表わすのに対して、謝名方言のJit3uN形は、主体の動作

を表わす主体動詞のばあい、設定された時間において主体の動作が継続してい

ることを表わし、主体の変化を表わす主体変化動詞のばあい、主体のもとに生

じた変化の結果的な状態が継続していることを表わす。これは標準語（現代日

本語）のシテイルのアスペクト的な意味と重なる。Jit3uN形も、テンスによっ

て非過去形と過去形が対立し、過去形は第一過去形と第二過去形の二つの形が

ある。

Jit3eN形は、第二中止形（Jit3i）に？aＮ（有る）が文法化して融合した形

式で、形のうえでは標準語のシテアルに相当するが、標準語と異なり、全ての

動詞がJit3eN形をとることができる。Jit3eN形は、主体のはたらきかけによっ

て客体に変化をもたらす主体動作客体変化動詞（以下、客体変化動詞）のばあ

－２４４－

非過去
過去

第１過去 第２過去

suN形 suN（スル） Jit3aN（シダ） ｓｕ:t'aＮ（シダ）

Jit5uN形 Jit3uN（シテイル） Jit3u:t，aＮ（シテイタ） Jit3uit，aＮ（シテイタ）

Jit3eN形 Jit3eN（シテアル） Jit3eIt'aＮ（シテアツタ）



い、主体のはたらきかけの結果、客体のもとに生じた変化の結果的な状態が継

続していることを表わす。また、主体動作動詞、主体変化動詞がJit3eN形を

とるとき、動作や変化が達成されたあとの効力、痕跡を表わすこともできる。

Jit3eN形は、のこされた結果や痕跡などの客観的根拠にもとづく推論も表わ

す。これは発話主体が痕跡などの間接的証拠に基づいて行なった確認をあらわ

す間接的エヴィデンシャリティーであり、客体結果や痕跡を表わす形式から派

生したものである。

ｓｕＮ形、Jit3uN形と同じ資格で動詞のアスペクト・テンス・ムード体系を

構成する要素としてJit3eN形をみることはできない。しかし、客体変化動詞

がJit3eN形をとると、客体の変化結果の継続を表わし、主体動作動詞、主体

変化動詞､,客体変化動詞がJit3eN形をとると、パーフェクトを表わすことが

できるという点で、謝名方言の動詞のアスペクト・テンス・ムード体系に食い

込んでいて、Jit3eN形を無視して、謝名方言のアスペクト・テンス・ムード

体系の全体を明らかにすることができない。

存在動詞ｕＮ（居る)、？aＮ（有る）も非過去形と過去形があるが、過去

形には第一過去形と第二過去形の対立がない。ｕＮ、？aＮの過去形uit'ａＮ、

?ait'ａＮは形のうえでは第二過去形に相当する形式である。

動詞の否定形式にも過去形が一つしかない。形容詞、述語名詞にもテンス対

立が存在するが、過去形には直接知覚を明示しない第一過去形しかなく、直接

知覚を明示する第二過去形が存在しない。

【表２】

Ｆ過去

第１過去

ｎｕｍｌ:ｔ,ａＮ第２過去

主体変化動詞は、人やものの状態の変化、すなわち、古い状態の消滅と新し

い状態の出現を表わしていて、変化のモメントが限界として表わされる。主体

－２４５－

動詞肯定 動詞否定 形容詞 述語名詞

非過去 numiN numaN ?aｋ，aXseN JiNJi8eN

第１過去

第２過去

nudaN

numiXt'aＮ

numaNt'aＮ ?aｋ'ase8t，aＮ JiNJixeKt，aＮ



変化動詞は語彙的な意味に限界をもつ内的限界動詞である。客体変化動詞は、

客体にはたらきかけて、客体に状態の変化をもたらす動作を表わしていて、客

体の変化のモメントが限界として表わされる。客体変化動詞も語彙的な意味に

限界をもつ内的限界動詞である。主体動作動詞は、主体の動作のしかたをとら

えていて、その語彙的な意味に限界をもたず、それ自身としては完結した動作

を表わさない。主体動作動詞は、語彙的な意味に限界をもたない無限界動詞で

ある。「限界動詞と無限界動詞との対立は、アスペクトの形成に土台として直

接にむすびついてゆく、語彙・文法的な系列である７１｡」謝名方言のばあいも、

主体動作動詞、主体変化動詞、客体変化動詞という語彙・文法的な系列ごとに

アスペクト・テンス・ムード的な意味の表われかたが異なるだけでなく、限界

動詞、無限界動詞という語彙・文法的な系列もアスペクト・テンス・ムード体

系の重要な士台をなしている。

謝名方言の動詞の終止形は、ムードにしたがって、直説法、質問法、はたら

きかけ法の形をもっている。直説法は、現実の世界の動作、変化を確認しつた

える形である。謝名方言にはたずねる文の述語として使用される専用の形式が

ある。質問法は、たずねる文の述語になって、話し手が知らないことをたずね

る形である。質問法には肯否たずね形と疑問詞たずね形がある。

終止形の直説法を中心に記述するが、必要に応じて、推量の形や質問法の形

式の表わすアスペクト・テンスについても言及する。

【表３】

第２過去

断一般むす ａｕ:ｔａＮ

ａ３ｕＨａｒｕ

ｈａｔｕＲ：

hat3u：ａ二

－２４６－

非過去 第１過去 第２過去

直
説
法

断
定

一般むすび

dｕむすび

推量

hat3ｕＮ

hat3uru

hat3ura

hatt3ａＮ

hatt3ａｒｕ

hatt3ａｒａ

hat3u8taN

hat3uxtaru

質
問
法

肯否たずね

疑問詞たずね

hat3ｕｍｉ

hat3uga

hatt318

hatt3aga

hat3uHt'i：

hat3uXtaga

命令

勧誘

hak'ｅ ▽

０ hak'iba，ｈａｋ'ｉ

hak'ａ：



２．ｓｕＮ形

ｓｕＮ形には非過去形と過去形があり、過去形はさらに、第一過去形と第二

過去形の二つの過去形がある。非過去形は、未来のひとまとまりの動作や変化

を表わすだけでなく、現在の動作進行や変化進行を表わすこともできる。また、

非過去形は開始限界達成直前の動作、終了限界達成直前の変化も表わす。

第一過去形は、直接知覚に関して中立で、過去のひとまとまりの動作や変化

を分割しないで表わす。第二過去形は、直接知覚したことを明示する形式で、

主体動作動詞のばあい開始限界に到達した主体の動作を表わす。客体変化動詞

のばあい、終了限界に到達した客体の変化を表わし、主体変化動詞のばあい、

終了限界に到達した主体の変化を表わす．

第一過去形は過去の非レアルな出来事を表わす文（反実仮想文）の述語にな

れないが、第二過去形は、過去の非レアルな出来事を表わす文の述語になるこ

とができる。

【表４】

2.1ｓｕＮ（スル・非過去）

運動動詞のｓｕＮは、未来の動作や変化をひとまとまりの出来事として表わ

すこともできるし、目のまえでアクチュアルに進行する動作や変化を表わすこ

ともできる8)。

－２４７－

テンス

アスペクト

主体動作動詞 客体変化動詞 主体変化動詞

直接知

覚の有無

非過去

未来

直前

現在

ひとまとまり

開始限界達成 終了限界達成 終了限界達成

動作進行 動作進行 変化進行

中立

有

中立

第１過去 過去 ひとまとまり 中立

第２過去 過去 開始限界達成 終了限界達成 終了限界達成 有



2.1.1未来

主体動作動詞、客体変化動詞、主体変化動詞のｓｕＮは、未来におけるひと

まとまりの動作や変化の実現を表わす。未来の動作や変化の実現は、発話時に

直接確認することはできずポテンシャルであるが、計画されて実現が確実な予

定、これまでの経験、状況などから実現が確実な出来事として表わされる。

述語動詞が意志動詞で、主語が1人称のとき、動作の実現についての発話主

体の意志や決意を表わす。

主体動作動詞

１）watt'axja？at3axnusuxd3iNti？it3uk'ut'ｕ

（私たちは明日のお祝いで従兄弟と

２）？itt，ａｘｇａ？uigabawanuN？uid5uN．

ｍｏｒｕｘＮ．

踊る｡）

(君らが泳ぐなら私も泳ぐよ｡）

3）？jaNtJaxnumimi？（お前もお茶を飲むか？）

？ｉＮｎｕｍｉＮ（うん、飲む｡）

4）kabaNjatarugamut3uga？？jaxgamut3umi？

（カバンは誰が持つか？君が持つか？）

waxgamut3usa．（私が持つよ｡）

５）？unukik，ａｉｋ'oxJixneX？ott，oxninurariNdox・saxraNk'ex．

（その機械を壊したらお父に 叱られるよ。さわるな｡）

６）neNgad3oxjapuppuxgagahat3ura，pappaxgagahat3ura．
,， ，）

（年賀状は祖父が書くのだろうか。祖母が書くのだろうか｡）

，ｿ

ｐｕｐｐｕ:gahat3uNri．

（祖父が 書くんだって｡）

客体変化動詞

７）kuxjatarugajuxbaNsukbxruga？

（今日は誰が 夕飯作るの？）

neIneHgadusuk'oxruNdox，waNgajasuk，oxraN

－２４８－



(ねえさんが作るんだよ。私は作らないよ｡）

？anupurujaxjamurukait5ik，oxsuNdox．

(あの古い家はみんなで壊すんだよ｡）

？at5ax？amixpuraba，ｊａＮｔ'itamunuwaNdox．

(明日雨が降ったら、家で薪を割るよ｡）

８）

９）

主体変化動詞

１０）？aNt3init5ix？ainumuNnu、Jiguxt'ｕｓｕｘｎｕｔ３ｕｘｎｕｕＮｎａｘ．

（そんなに熱があるのに、 仕事をするやつがいるか。

？isaxnujaxkat'idu？it5uru・

病院（医者の家）に行くんだよ｡）

１１）？jaNmad3uNmudururajax？

（君も一緒に戻るだろう?）

？jaxgamudurabawanuNmudurusa．（君が戻るなら私も戻るよ｡）

12）mixmixja？at3axtoxkjoxrasuN．（兄は明日東京から来る｡）

13）mi1mixjak'urumanut'uiJiga、daxt3iga？it5ura．

（兄は車に 乗っているが、どこに 行くのだろう｡）

ｋ'uraxk'unatt'uifujaxt3ikexruN．

(暗くなっているので、家に帰る｡）

2.12直前（限界達成の直前）

ｓｕＮは、主体動作動詞であっても客体変化動詞であっても主体変化動詞で

あっても発話の直後の未来に実現される限界達成を表わす。発話者は、何らか

の兆候から動作や変化が限界達成の直前にあることを知覚していて、その場に

居合わせることが義務的である。

主体動作動詞

主体動作動詞のｓｕＮは、兆候から主体の動作がくはじめのしきり〉を越える

直前にあること、すなわち、動作の開始限界達成の直前にあることを表わす。

－２４９－



14）［つかまり立ちの赤ちゃんが歩きだす直前にあるのを見て｡］

mit3imex．？att3uNdo:、daxNhat3imiraNgui？att3uNdox．

(見てみて。歩くぞ。どこも捕まえずに歩くぞ｡）

15）［雨がポツポツ落ちてきたところに居あわせた話者が｡］

？ai，？amixpuNdox・t3inuKjaxnunahaxt3i？iNrex．

(あっ、雨が降るよ。着物を家の中に入れろ｡）

16）［速力をあげて滑走路を走りはじめ離陸直前の飛行機を見て｡］

？ai，？ａｎｕｈｉｋｏｘｋ，itubiNdox．

(ほら、あの飛行機飛ぶぞ｡）

スグイン（殴る)、サーイン（さわる)、ヒチュン（引く）など客体に直接的

な変化をもたらさない動詞も話者の目撃した開始直前にある動作を表わす。

客体変化動詞

客体変化動詞のｓｕＮは、客体にはたらきかける主体の動作は始まっている

が、客体の変化はまだ完成しておらず、客体の変化が終了限界達成の直前にあ

ることにいう。また、客体にはたらきかける開始限界達成の直前にあることに

もいうことができる。

17）mitt3imex、？uri、？uri、pokett，okai？iNruNdox．

（見てみろ。ほら、ほら。ポケットに入れるぞ｡）客体は完全に入って

おらず、動作の進行過程にある。

18）［切れた木を倒し始めているが、木はまだ倒れていない｡］

？ai，？ai，？amaxt3idukijox・kixtoxsuNdox．

（ほらほら・向うに退け。木を倒すぞ｡）

19）［西瓜を切っているのを見て｡］

？okk'ａｘｇａｓｕｉｋ'ａｔ３ｉ:Ｎｄｏｘ．kamibusexnexpexk'ｕｈｕｘｂａ．

（母さんが西瓜を切るぞ。食べたければ早く来い｡）

まな板を出して準備が整って切る直前。

－２５０－



主体変化動詞

主体変化動詞のｓｕＮの表わす直前の変化とは、兆候などによって確認した

終了限界達成の直前にある変化、あるいは、発話時＝設定時において終了限界

に向かって進行する主体の変化である。

20）［下駄の緒が今にも切れそうになっているのを見ながら］

？ai，？aJid3axnuu8nut3iriruN．

(あれっ、下駄の緒が（もうすぐ）切れる｡）

21）［ローソクの火が今にも風で消えようとしているのに注意をうながして］

？ex、？ex、ｒｏｘｓｏｋ，ｕｎｕｐ，ixt3exruNdox．

消えるよ｡）（ほら、ほら、ロウソクの火が

22）？ai、？naxmajaxjaJinuN．

(アシ、もう猫は死ぬ｡）ぐったりしていてもうすぐ死ぬ。

21.3現在

主体動作動詞、客体変化動詞のｓｕＮは、発話時に発話主体の目の前で進行

している主体の動作を表わし、主体変化動詞のｓｕＮは、進行中の変化を表わ

すことができる。

主体動作動詞

主体動作動詞のｓｕＮがアクチュアルな現在をあらわすとき、Jit3uN（シテ

イル）に置き換えられる。人称に制限がなく、１人称を主語にできる。

23）mixmixjanux

（兄は 何を

ｓｕｘｇａ？

しているの？）

？arija？it3ibaNd5aNt'ｉＪｉＮｂｕＮｊｕｍｉＮ．

（あいつは一番座で新聞を読んでいる｡）

24）？itfak'waxjajaNt'inuxsuxgasax？

（お宅の子は家で何をしているの？）

－２５１－



ｋ'waxmujaxsuN．

(子守りをしている｡）

客体変化動詞

客体変化動詞のばあい、主体の動作開始後の客体の変化がまだ完成しない進

行中の動作を表わす。人称に制限がなく、1人称を主語にできる。

25）［お母さんは何をしているのと電話口で聞かれ、目の前の母を見ながら］

？okk，axjatuNgwaNt'ｉｍｕｎｕｘｎｉＮ．

（お母さんは台所で物を煮ている（食事を作っている)｡）

26）？jax？ｍａＮｔ'inuxsuxga？

（君はそこで何をしている？）

waNnax，kusaxhaNjoI．

(私か、草を刈っているよ｡）

主体変化動詞

？it5uN（行く）、ｓｕＮ（来る)、？urixruN（下りる)、magaruN（曲がる）

など、変化の実現に時間的な幅をもつ動詞は、終了限界にむかう進行過程の変

化が発話の直後に終了限界に到達することを表わす。このｓｕＮを主体の変化

結果の継続を表わすJit3uN（シテイル）に置き換えることができない。

27）mitt5imex．

（見てみろ。

28）？urLbasu

（ほら、バス

tunainu

隣の

ｓｕＮｄｏｘ．

ｋ'ｗａｘ

子が

？ｕｒｉｘ

ほら－、

?ｎａｍａｇａｋｋｂＮｋａｉ

今ごろ学校に

suNdox．

?it3uN．

行く。）

来るぞ。 来るぞ｡）バスがくるのを見て。

29）［降下を開始し着陸態勢にある飛行機をみて｡］

？uri、？uri、？urixruN．？urixruN．

(ほら、ほら。下りる。下りる｡）

30）ｋｉｘＪｉｋ'irijox．？unutorakk'umagaruNdox．
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（気をつけるよ。そのトラック曲がるぞ｡）

31）Jatt'axJimaxruNdox．（シャッター（が）閉まるよ｡）

存在動詞

存在動詞ａＮ（有る)、ｕＮ（居る）や、ｊａｍｉＮ（痛む）のような肉体の生理

的な状態を表わす動詞、mixruN（見える)、JikariN（聞こえる）のような

知覚体験を表わす動詞、waharuN（わかる)、ｋａｍｉ?uzsuN（食べられる)、

nui?uxsuN（乗れる）のような可能動詞は、ｓｕＮのかたちで現在の状態を表

わす。

32）miXmixjamixraNJiga・daxnigauira．

（兄は（姿が）見えないが、どこにいるのだろう｡）

ｍｉｘｍｉｘｊａｘｎｉｕＮ．（兄さん（は）家にいる｡）

33）jaxnumexnigominu？aＮ、（家の前にゴミがある｡）

34）kinuxrawataxnujamiN．（昨日から腹が痛む｡）

35）gakk'oxnukut，ujaJiNJixgaduwaharuru、watt'axgajawaharaN．

（学校のことは先生が分かるんだ。私たちにはわからない｡）

36）tunairat3uKnuhuiJik'axriN

(隣から人の声が聞こえる｡）

37）ｐ'ixd5axnukusaxjakinuNt'ｉhat'ｅＮ.？aNsut'ukuxjajuhumariN

（山羊の 草は昨日で刈ってある。だから今日は

38）？unu？oxp'aja？arafext'usuguiJik'axriN．

休める｡）

(この野菜は洗ってあるからすぐに使える｡）

反復習慣

ｓｕＮは、アクチュアルな出来事だけでなく、反復的な出来事、習慣的な出

来事、‘恒常的なあるいは一般的な法則などのポテンシャルな出来事も表わす。

ｓｕＮは、発話時をまたいで過去から未来にくり返し実現する反復的な動作

を表す。反復的な動作は、ありか限定をうけないが可限定された期間のなかで
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くり返し実現する具体的な動作である。

39）ｐ'upp'uxjajoxnexnarixbamexnat3isak'ｉｘｎｕｍｉＮ．

（祖父は夕方になると、毎日酒を飲む｡）

40）ｐ，app，axjamexnat3irok，uxd3inainexpaJixri？ak'ixruN

（祖母は毎日六時に なると戸を開ける｡）

41）ｐ，ｉｍａｘ？ainex，waNjatelgeKnoimuNsuN．

（暇が あれば、私はたいてい縫い物をする｡）

42）ｐ'app，axjamit3ix？att3agat3inaxt3irixpururuN．

（祖母は道をあるきながらチリをひろう｡）

43）？it3unasanexJiNbuNjajudaijumaNt'ａｉｓｕＮ．

（』忙しいと、新聞は読んだり読まなかったりする｡）

44）ｐ'upp'uxjakusaxhaigat3inaxbeNJiruNgumiNmutt'ｉ suN．̄

くる｡）(祖父は草を刈りながらグヮバもグミももいで

45）？oxJirosaNjasak'ｉＮｎｕｍｉｘｔａｂａｋｕＮ

（大城さんは酒も飲むし、煙草も

put5uN．

吸う｡）

主体や客体の具体性が切りすてられて脱テンス化がすすみ、一般的な、法則

的な事実を表わす。

46）pumirariribat3uxja？ussasuNjox．（褒められれば、人は喜ぶよ｡）

47）t3uxjatuJituribaduKjoxruN．（人は年をとれば、体が弱る｡）

48）ｋ'unibujakixroxk'ud3uk，uJixnexkixra？ut'iruN

（みかんは黄色に 熟すると木から落ちる｡）

49）saJibajamixniJinupuk'ｉｂａｔｕｄｉｓｕＮ．

（サシバは新北風が吹くと、飛んでくる｡）

50）tuJituinex，miNmudurut3uN．（年をとると、目もよわる｡）

51）？up'utt3unainex，duHt3ijaKmut3uN．

（大人に なると、自分で家をもつ（独立する)｡）
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2.2.過去形

運動動詞にはJit3aNとsuxtaNの二つの過去形がある。両者は、認識的ムー

ドによって対立している。suxtaNが発話主体によって直接知覚された過去の

出来事を明示するのに対して、Jit3aNは、発話主体による直接知覚を明示し

ない。そのことと関わって、二つの過去形は、それぞれの表わすアスペクト的

な意味が異なる。Jit3aNは、反実仮想を表わす文の述語になれない。

221．Jit3aN形（シダ・第一過去形）

Jit3aNは、発話主体による出来事の知覚の有無に関してニュートラルで、

発話主体が知覚していない出来事についても表わすことができる。人称制限が

なく、発話主体の過去の動作や変化を表わすことも、直接知覚が不可能な過去

の歴史的な事実を表わすこともできる。

Jit3aNは、アスペクト的には、動詞の語彙=文法的なタイプにかかわりなく、

過去の動作・変化・状態を《はじめ》から《なか》をへて《おわり》にいたる

過程を分割せず、ひとまとまりのものとして表わす。Jit5aNの表わすひとま

とまりの動作・変化・状態は、発話時に関係づけられないアオリスト的な過去

を表わすばあいが多い。

主体動作動詞

５２）kinux，？jaN

（昨日、お前も

？iＮ，nudaN．

（うん、飲んだ｡）

sak，ixnudix？

酒を飲んだのか？）

53）nuxdit3i，ｋ'axt'aga？jaxsadu？ait'ix？

（どうして食べたんだ？腹が空いていたのか？｡）

？at，arasatext'ｕｄｕｋ'axt'arujaxsajaneNt'aNdox．

（もったいないから、食べたんだ。腹は空いていなかったよ｡）

54）？unutigaxmijawaxgaduhatt5aru．

（その手紙は私が書いた｡）
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55）taraxjakinuxmuraJibaiNt'ｉ

（太郎は昨日村芝居で

56）？amaNt'ｉ？aJixk'axt'uinu

（あそこで昼飯を食っている

texk，utafat3aN、

太鼓を叩いた｡）

t3uXjudit3aN・

人を呼んできた｡）

客体変化動詞

５７）ｋｉｎｕｘ？arikafitigaxmituduk'it，ａＮ．

（昨日あの人に手紙を届けた｡）

５８）darugapaJixri？ak'it'aga？

（誰が雨戸を開けたの？）

｝，

ｐａｐｐａＲｇａｐｅｘｋ'ｕ？ｕｋ，it'ｉ？ａｋ,it'ａＮ．

（祖母が 早く起きてあけた｡）

主体変化動詞

５９）jaXt3imudurunubax，？aJid3axnuuxnu

（家に戻るとき、下駄の緒が

６０）paJiri？ak'it，at，umuJinu？itt3it3aN．

（戸を開けたら、虫が 入ってきた｡）

t3irit，ａＮ．

切れた｡）

61）ｋｉｎｕｘ？jaxnagux？id3ix？

（昨日お前名護（に）行ったか｡）

？iＮ，？id3aN．

(うん、行った｡）

62）ｐ，app'axjanaxhat3ikusex？id3axra

那覇に行ったのだろう（祖母が行ったのは那覇だろう)｡）(祖母は

63）waxmixmixjagoxnumeNt'ｉ？amerik'axnix？ut'att'iJid3aN．

（私の兄は壕の前でアメリカ兵に撃たれて

64）nobunagadi？juKJijahoNnoxd3ixniNt'iJid5aNdi．

死んだ｡）

死んだんだって｡）(信長っていう人は本能寺で
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存在動詞

人や生き物の存在を表わすｕＮ（居る）と物の存在を表わす？aＮ（有る）の

過去形のuifaN（居た）と？ait，aＮ（有った）は、過去の設定時における存在

を表わす。

65）ｋｉｎｕｘ

（昨日

66）utt，ｉｘ

（一昨日

waNjajaxniuit，aＮ

私は家に居た｡）

ｈｕｍａｘｎｉｔ３ｉｒｉｍｕ？ait，ａＮ、

ここにゴミがあった｡）

24.1.2.反復習Ｉ慣

過去の反復する出来事、習慣的な出来事を表わす。一人称主体の過去の習慣

的な出来事や反復的な出来事はJit5aNでもsuxfaNでも表わすことができる

が、Jit3aNでは三人称、二人称の主体の過去の習慣的な出来事や反復的な出

来事を表わしにくい。

67）huxseijajux？asasaltutt'aikixnubuiJit3ix？aJidaN．

（幼い頃はよく蝉を取ったり木登りをして遊んだ｡）

68）huxseijasoxgwat3imexnariHba，daxp，exnujaNt'isoxgwat3i？wax

（幼い頃は正月前になると、どこの家でも正月の豚を

jat3aN

焼いた｡）

69）ｗａｔｆａｘｇａ

（私たちが

70）watt'axgａ

（私たちが

huxseini

幼いころ

huxsei、

幼いころ

?okk'axjajaxni

母は 家に

jaxneImexnat3i

家には毎日

uifaN．

居た｡）

kwaxJix

お菓子が

?ait，ａＮ．

あった｡）

２２２suxtiaN（シヨッタ・第二過去形）

suxt'ａＮは、発話主体が直接知覚した過去の出来事を表わす、証拠性と関わ
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る主体的な認識的ムード形式である。出来事の知覚は、視覚によるばあいが多

いが、聴覚など他の感覚の知覚でもよく、その場に居合わせること（臨場性）

が義務的である。発話主体による直接知覚を明示する形式であることから、発

話主体が直接知覚できない歴史的な過去の事実についていうこともできない。

質問文の述語に質問法の形式を使用するとき、話し手は、聞き手が第三者の行

動を直接知覚していた可能性があることを前提にしている。

ｓｕｘｔ'ａＮは、過去の設定された時点に限界に到達した動作や変化をあらわす。

したがって、動詞の語彙的な意味のなかに含まれる限界の有無によって、その

表われかたが異なる。

主体動作動詞

主体の動作を表わし、語彙的な意味にく終わりのしきり〉をもたない主体動

作動詞のsuxt'ａＮは、開始限界達成をふくむ主体動作を表わす91。

71）ｐ'upp'uxjanuxdihat3ut,aga？（祖父は何と書きヨッタカ？）

72）mixmixjasak'iRnudi？abarixt'ａＮ．（兄さんは酒を飲んで暴れヨッタ｡）

73）jamaxd3itamuxnututt，ｉｔ３ｉｘｐ'ixmoxsut'aN．

（山で 薪を取って来て火を焚きヨッタ｡）

74）mixmiXjakinuxsak'ixnumixt'ix？

(兄は昨日酒を

？iＮ，ｎｕｍｉｘｔ'ａＮ．

飲みヨッタ？）

(うん、飲みヨッタ｡）

ｐｕＮ(降る)、？att3uN(歩く）などの無限界動詞は、過去の設定時における

開始限界達成を表わす。設定時の後続段階で動作が継続していることがある。

75）jaxra？id3it'at'ｕ？amixpuit'ａＮ

（家からでると、雨がふった／降りだした｡）

76）basunu？exk'aNtat，ｕ？urit，ｉ？att3ut'aＮ
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(バスが動かなかったので、降りて歩いた／歩きだした｡）

客体にはたらきかけるが、客体に変化をもたらさない主体動作動詞のsugu

xruN（殴る)、tat'axt3uN（叩く）、nadiruN（撫でる）などが瞬間的に実現

される一回の動作をさししめすとき、実現のモメントが表わされる。

77）taraxgad3iraxsuguxrut，ａＮ．（太郎が次郎を叩きヨツタ｡）

また、これらの動詞が同一の場面で繰り返される多回的な動作をさししめす

とき、動作全体の実現を圧縮して非分割的に表わす。このばあい、アスペクト

的な意味はJit3aNと似るが、直接知覚が明示され、認識的ムードが異なる。

客体変化動詞

客体変化動詞がsuxt'ａＮの形をとるとき、発話主体が知覚した、客体にはた

らきかける主体の動作によって客体の状態変化が終了限界に達成して動作が完

結したことを表わす'0))。

78）ｋｕｘｊａｐ'upp'uxgapaJixri

（今日はおじいさんが戸を

79）ｐ，app'axjabapp'ext，ｉ？ixbi

（祖母は誤って指を

?aｋ'irut，ａＮ．

開けヨッタ｡）

t5ixtaN．

切った｡）

主体変化動詞

主体変化動詞は、主体の変化の終了限界達成を表わす。動詞によっては開始

限界達成をふくむ変化全体でもよいID。

80）majaxnuJinuxt'aN．（猫が死にヨツタ｡）

変化過程を目撃したことを表わし、終了限界達成の知覚は義務的である。

81）tJaxnudikaraJiguxt'upad3imixfaN
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(茶を飲んでから仕事を始めヨッタ｡）

82）？aJid5axnuuxnut3irirut，aＮ（下駄の緒が切れヨツタ｡）

？it5uN（行く）、muduruN（戻る)、？ut'iruN（落ちる）などの動詞のｓｕｘ

ｔ'ａＮは、設定された過去において変化が開始限界に達成したことを表わす。

変化の完成（目的地への到着）は、設定時以降に実現し、発話時に完成してい

ないこともある。

83）ｐ，upp'uxjanaguxt3i？it3ut'aNnax？

（おじいさんは名護に 行きヨッタか？）

？iＮ，ｋｕｘｈｉｔ'imit，ｉｐｅｘｋ,ｕ？it3ut，ａＮ．

(うん、今日朝早く行きヨッタ｡）

84）

85）

ｐ'upp'uKjapat'ak'it3imudurut，aN．（祖父は畑へ

mixmixjakusaxhat'ixragakk'oxt3i？it3ut'ａＮ．

(兄は草を刈ってから学校へ行きヨッタ｡）

戻りヨッタ｡）

86）ｋ'unibunukixra？ut，irut'aＮ（みかんが木から落ちヨッタ｡）

pagiruN（禿げる)、ｋ，wexruN（太る）などの主体の変化の過程が長期にわ

たることを表わす動詞がsuxt'ａＮの形をとるとき、終了限界のモメントを点

として表わす。目撃性からは解放される。

suHt'ａＮを述語にもつ文には人称制限があって、話し手自身のことを述べた

り、聞き手自身のことをたずねたりできない。しかし、話し手が忘れた自分の

行動について質問したり、夢のなかの自分の行動を第三者のように述べたりす

るときは、ｓｕｘｔ，ａＮを述語にする文の主語を１人称にすることができる。

87）wanuxkusuinumit，ｉｘ？

（私、薬を飲みヨッタか？）

？iNnumixt，aNdoK／nuduit，aNdoX．

(うん、飲みヨッタよ／飲んでイヨッタよ･）
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88）？iminext'i，ｗａｎｕｘｋ'ott3it3assaN

（夢で 私は ご馳走をたくさん

kamixt'ａＮ．

食べヨッタ｡）

反復習慣

su2t'ａＮは、過去の反復的な出来事を回想していうときにも使用される。こ

のばあい、人称制限がなくなって、一人称を主語にしていうことも可能であ

る。ｓｕｘｔ，ａＮのばあい、目撃性がつきまとっていて、具体的なイメージを思い

起こすというニュアンスがある。

duJMujuR？oxei

友達とよくけんか

pat，ak，inu？abuJiNt'ｉ

畑の畔で

89）？utt，ujahuRsei

（弟は幼い頃

90）ｐ'upp'ｕｘｊａｊｕｘ

（祖父はよく

ｓｕｘｔ，ａＮ．

しヨッタ｡）

ｋｕｓａｘ

草を

haifaN．

刈りヨッタ｡）

反実仮想、非実現

suxt'ａＮは、従属文にさしだされる出来事が実現済みの過去の事実に反する

仮定がさしだされ、いいおわり文にさしだされる出来事も事実に反する出来

事をあらわす反実仮想文のいいおわり文の述語になることができる。また、

suxt，ａＮを述語にもつ文は、実現の直前までいったが、実現しなかった非実現

を表わすこともできる。いずれも人称制限がなくなり、一人称を主語にしてい

うことが可能である。なお、Jit3aNを反実仮想の文の述語にできない。

91）parit'uinexpat'axk'ｉ？it3ut，ａＮ．

(晴れていれば畑に行っていた｡）

92）koxhiHexnexnumixt，ａＮ．

(コーヒーだったら飲んでいた｡）

ｎｕｍｉＲｔ，ａＮ．93）sak'ixdi？umaKnujagaxt，igott，ak，at3i

（お酒とは思わないであやうぐ一気に

94）jasumidi？umaXnujagaxt'iJiguHt'ukai

飲むところだった｡）

?it3ufaN．
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(休みとは思わないであやうぐ仕事に行くところだった｡）

３．Jit5uN形（シテイル）
主体動作動詞のばあい、設定された時間に、主体の動作が継続していること

を表わす。客体変化動詞のばあい、客体にはたらきかける主体の動作が継続し

ていることを表わす。主体変動詞のばあいは、主体の変化の結果的な状態が継

続していることを表わす。Jit3uN形が主体の動作継続、主体の変化結果の継

続を表わすという点では標準語のシテイルに似る。

謝名方言の動詞には、ｓｕＮ形だけでなく、Jit3uN形にも第一過去形と第二

過去形がある。沖縄本島中南部方言の継続相の過去形が一つ（第一過去形）し

かないのと異なる。

【表５】

―
直
説
法
一

3.1．Jit3uN（シテイル・非過去）

Jit3uNは、①動作継続・変化結果の継続、②単なる状態、③パーフエクト

④反復・習慣を表わす。

3.1.1．継続

主体動作動詞、客体変化動詞のJit3uNは、話の瞬間（発話時＝設定時）をま

たいで存在する主体の動作継続を表わし、主体変化動詞のJit3uNは、主体の変

化結果の継続を表わす。いずれもアクチュアルな現在の出来事を表わしている。

－２６２－

非過去 第１過去 第２過去

直
説
法

断
定 一般むすび

dｕむすび

推量

hatt3ｕＮ

hatt3uru

hatt3ura

hatt3ut'aＮ

hatt3ut'aru

hatt3ut'ara

hatt3ｕit，aＮ

hatt3uit'aru

ｈａｔｔＳｕit'ara
質
問
法

肯否たずね

疑問詞たずね

hatt3ｕｍｉ

hatt3uga

hatt3ut'i：

hatt3ut'aga

ｈａｔｔ3ｕit'iｘ

hatt3ｕiｔ aｇａ

命令

勧誘

hatt3ureX，hatt3uk'eｚ

hatt3uraz，hatt3uk1aX



主体動作動詞

主体動作動詞は、発話時＝設定時において主体の動作が継続していることを

表わす。

95）nuRgexranuduiJiga， ？jaxsakidunuduNnax？

（何か 飲んでいるが、君は酒を飲んでいるの？）

mid3idunuduiru、ｓａｋｉｊａ？araNdox．

(水を飲んでいるんだよ。酒ではないよ｡）

96）taxgexrabeNk'joxJit3uiJiga，watt'ａｋ'waxduexgajax．

（誰か 勉強しているが、 うちの子かなあ｡）

tunainuk'waxnubeNk'joxJit3uN．

（隣の子が 勉強している｡）

97）panaJinu？ainumuNkissaradamat'uNdox．

（話しが あるのに、さっきから黙っているよ｡）

98）？ott'oxjakinuxsak'iNnuduiJiga，kuxjapexkuraJigut'uJit3uN．

（父は昨日酒も飲んでいるが、今日は早くから仕事している｡）

客体変化動詞

客体変化動詞は、発話時＝設定時において客体にはたらきかけて客体の状態

に変化をもたらす主体の動作が継続していることを表わす。発話時において客

体の変化はまだ終了限界に到達していない。

９９）Ｍｔ'ujajaxnuhuJiNt'ｉｋｉｘ

（弟は家の裏で木を

100）ｐ，upp'uxnuxJit3uiga？

（おじいさん何しているの？）

t3itt3uNdox． judihux、

呼んで来い｡）切っているよ。

bakisuk，oruNdit3idakixpid3uN．

(策を作るって 竹を削っている｡）

－２６３－



101）？okkax，jaxsexsax．

（かあさん、お腹がすいた｡）

？namanabexranit3uNdoi．

（いま糸瓜を煮ているよ。

ｎａｘ？ｕｐｐ'imatt3urex．

もう少し待っていろ｡）

主体変化動詞

主体変化動詞は、主体の変化が終了限界に到達したあとの変化の結果的な状

態が設定時＝発話時に継続していることをあらわす。主体の変化は、設定時＝

発話時に先行する場面ですでに終了限界に到達していて、状態パーフェクトの

側面ももつ。

102）JiMixjanaxt3uirajax？（先生はもう来ているだろう？）

？iNt3uNdox．（うん、来ているよ｡）

mixraNJigadaxk，at，ｉ

見えないが、どこに

（山に行っているよ｡）

103）hiroJigahit，imit，ixra

（寛が 朝から

jamaxkat'ｉ？id3uNdox、

104）ｋ，uraxk，unatt，uNdox．

（暗くなっているよ。

?id3uiga？

行っているの？）

?aJibiga？ikaNk，ax・naxkexraK・

遊びに行かないでおこう。もう帰ろう）

存在動詞？aＮ（ある)、ｕＮ（居る）にはJit3uNがないが、ｍａＮｄｕＮ（たく

さんある、大勢いる）は、Jit3uN形だけがあってｓｕＮ形がない。

giNkoxnexd3inixmaNduN．（銀行にはお金がたくさんある｡）105）

106） t3uxmaNduN．（名護には人がたくさんいる｡）nａｇｕｎｅｌ

３１２．単なる状態

主体変化動詞のJit3uNは、主体変化の限界達成とはかかわりない、物の単

なる状態を表わす。

－２６４－



107）？uminaxrix？it3unumit3ija

（海沿いに 行く 道は

magaxt，ｕＮ．

曲がっている｡）

108）hanakbja？akik'ojoxk'ajoxgarit'ｕＮ．

（花子は秋子より

109）watt'ajaxjamuraxra

（我が家は村から

痩せている｡）

panaxrifuN．

離れている｡）

110）？oxigaXjahuid3inu？umiNkai

（大井川は越地の海に

nagarifuN．

流れている｡）

3.1.3．パーフェクト

Jit3uNがパーフェクトを表わすとき、動作や変化が実現した出来事時点と

は異なる設定時点があり、発話時点＝設定時点に対して出来事時点が先行して

いる'2)。このとき、出来事は、継続過程にあるものとしてとらえられているわ

けではなく、ひとまとまりのものとして表わされている。テンス的には発話時

点＝設定時点に先行する運動が表わされるが、単なる先行`性ではなく、先行し

て起こった運動が発話時点＝設定時点とのなんらかのむすびつき＝関連性をもっ

ている。

Jit3uNは、先行する時間に実現した動作や変化を「経験・記録」としてあ

らわす。Jit3uNは、先行する時間に実現した運動に焦点をあてる傾向が強く、

設定時に残る痕跡や効力をあらわす傾向の強いJit3eNとは異なる。Jit3uNが

パーフェクトを表わすとき、動作継続や変化結果の継続などの継続性を表わさ

ず、動作、変化をひとまとまりに表わす。

主体動作動詞

111）？anuni1sexfujahud3ux

（あの青年とは去年

112）hanakojamexni？unu

（花子は以前にその

daHgaraNt'ｉ？it5at，ｕＮ、

どこかで会っている｡）

sumut3it'ak，einaxjuduN・

本を二度も読んでいる｡）

－２６５－



jumiN

ＥＴ
ｍｅｘｎｉ

ＲＴ＝ＳＴ

客体変化動詞

113）ｐ'id3axgusajap，upp'uIgakinuNt，ｉ

（山羊の草は祖父が 昨日で

114）kuxjarok'ud3inijanaKpappaXga
lフ

（今日は六時にはもう祖母が

hat，ｕＮ．

刈っている｡）

paJixri

雨戸を

?aｋ'it'ｕＮｄｏｘ．

開けている｡）

主体変化動詞

115）tunainu

（隣の

116）tunainu

（隣の

p'upp'uxjahud3uxmaxt5uN・

おじいさんは去年死んでいる｡）

hajajaxjahud3uxnuhad3ixt5i

茅葺の家は去年の台風で

k'oxrit，ｕＮ．

壊れている｡）

Jit3uNは、未来の設定された時点より以前に実現したひとまとまりの運動

を表わす。この未来パーフェクトはJit3eNにはなく、Jit3uNのパーフエクト

の特徴にあげられる。

117）ｓｕｘｎｕ

（来たる

?umaduJinu？idzaihoxnexwaNjanaxJid3uN

イザイホー祭には私はもう

Jid3uN？NmaduJi

午年の 死んでいる｡）

STET

namad3ibuNnaK

いまごろもう

ＲＴ

?id3uNjax．118）？at3axnu

（明日の

toxkjox

東京に 行っているね｡）

－２６６－



3.1.4.反復習１慣

Jit5uNを述語にする文は、アクチュアルな出来事（動作継続、変化結果の

継続）だけでなく、反復的な出来事、習慣的な出来事などのポテンシャルな出

来事を表わすことができる。mexnit3i（毎日)、ｊｕｘ（よく)、pitt5ui（しょっ

ちゅう）のような反復,性をしめす語と共起して反復性を表わす。

119）watt'ad5inaNjatuk'amexnipisaxutt'imexnit5ibjoxiNkai

（うちの次男は十日前に足を折って毎日 病院に

？id5uN．

行っている｡）

120）？unup，iNnuwarabixjanat5id3iNJoxgakk'oxNkai

（この辺の子は今帰仁小学校に

hajut'ｕＮ．

通っている｡）

３２Jit5ut，aＮ（シテイタ・第一過去形）

Jit5ufaNは、(1)動作継続、変化結果の継続、(2)パーフエクト、(3)反復習`慣、

(4)反実仮想を表わす。

3.21．継続

主体動作動詞、客体変化動詞のJit3ufaNは、過去の設定時点をまたいで主

体の動作が継続していたことを表わし、主体変化動詞のJit5ut,ａＮは、過去の

設定時点をまたいで主体の変化結果が継続していたことを表わす。

主体動作動詞

主体動作動詞は、過去の設定時において主体の動作が継続していたことを表

わす。

naraxt3ut,ａＮ．121）？isaJiNJixjawatt'axgasotsugjoxsuxk,ａ

（伊佐先生は私達が 卒業するまで 教えていた｡）

－２６７－



122）ｋｉｎｕｘ

（昨日

123）ｋｉｎｕｘ

（昨日

?ｕｐｐ'amaNt'ｉｉｋ'igaNt3anu

ウッパマで男たちが

?uid3ut，ａＮ．

泳いでいた｡）

?jaxgawatt'ajaxt5iJimexwaNjaterebimitt3ut，ａＮ．

君が私の家に来たとき私はテレビを見ていた｡）

客体変化動詞

客体変化動詞は、過去の設定時に客体の状態に変化をもたらす主体のはたら

きかける動作が継続していたことを表わす。

124）ｋｉｓｓａｐ，app'axjabakira？ｕｍｕｘ？id3axt3ut'ａＮ．

（さっき祖母は策から芋を出していた｡）

125）god3inexjaxt3i？id3axt'ｕｐ'app'axja？nax？juxnit3ut'aN．

（五時に 家に行ったら祖母はもう魚を煮ていた｡）

126）rok'ud3iniduJinujaH？id3aXt'ｕｊｕｘｂａＮｋ,axt'ut'aN．

（六時に 友人の家に行ったら夕飯を食べていた｡）

主体変化動詞

主体変化動詞は、過去の設定時に終了限界に到達したあとの主体変化の結果

的な状態が継続していたことをあらわす。主体の変化は、設定時に先行する場

面ですでに終了限界に到達している。

127）ｈｕｎｕｍｅＸｎｕ

（この前の

urit'ｕｔ'ａＮ．

?up，uhad3inu？at，oja

台風の 後は

kixnujudat3assaN

木の枝がたくさん

折れていた｡）

128）？ott'oxjarok'ud3inijajaxt3ikext，ut'ａＮ．

（父は六時には家に 帰っていた｡）

129）？awat'it，ikext，aJigamixbuselt'anuterebija？na：

（急いで帰ったが、見たかったテレビはもう

?ｗａｘｔ，ｕｔ，ａＮ．

終わっていた｡）

－２６８－



130）kusuigaJit3aKra・junahanijakWaxnu

（薬が 効いたのか。夜中には子どもの

nit3ixjasagat'ut'aN．

熱は下がっていた｡）

3.2.2．過去パーフェクト

Jit3ut'ａＮは、過去の設定された時点よりさらに先行する時点に実現した動

作や変化を「経験・記録」としてあらわす。先行する時間に実現した運動に焦

点をあてる。運動はひとまとまりの出来事として表わされる。

neNdi？umifaJiga

ないと思ったが、

k，axfut'ａＮ．

131）mid3iraJimuNext'ｕｐ，app，ａｘｊａｎａｍａｋ'axt'ｉ

（珍しいものだから祖母はまだ食べて

ｗａＮｔ'umad3uN？iｋ，ｕｘｋ，ａ？naxfak，eｉ

私と一緒に行くまでにもう二回

ｋ,axt'ut，aＮ？iｋ，ｕｘｋ，ａ

食べていた｡）

ＥＴＲＴ

１３２）hanakbja，waNtumad3uN

（花子は、私と一緒に

mitt3ufaN．

ST

eigamitt3anubax？ｎａｘｔ'ak'einax

映画を見たときもう二度も

見ていた｡）

t'ａｋ'eｉｍｉＮｍａｄ５ｕＮｍｉＮ

ST

Jit3aJigaJiNJixja？naX？unu

したが、先生ももうその

RT

panaJi

話を

ET

133）kinuxJiNJixkai？unu

（昨日、先生にその

JiNbuNjudut'aN．

新聞を読んでいた｡）

Jit3ikext'ｉｓｕｘｋ'a，warabixjaraxmeN

して帰ってくるまでに、子どもはラーメンを

134）tud3igahoimuN

（妻が 買い物を

ｋ'axt，ufaN．
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食べていた｡）

135）waRga？maxrixnumexni？ott'oxja

（私が生まれる前父は

t3uk'eitoxkjoxkai？id3ut，aN．

－度東京に行っていた｡）

3.2.3．反復習慣

継続相の第一過去形で過去の習慣を表わせるが、第二過去形Jit3uit，ａＮは

表しにくい。

136）naNmaja？uJinu

（今は 牛の

ｋ，axfut,ａＮ．

JiJiNk'axt'uiJiga，mukaJija？waxJibikex

肉も食べているが、昔は豚肉だけを

食べていた｡）

3.2.4.反実仮想

コンテキスト、あるいは、従属文などで反事実`性が明示されていれば、

Jit3ufaNを主文の述語にして非レアルな出来事を表わす反事実文をつくるこ

とができる。Jit3ut'ａＮが主文の述語になるぱあい、主文は現在の非レアルな

出来事を表わす。また、未来時を明示する時間副詞や状況語があるばあい、未

来の非レアルな出来事を表わすこともできる。

Jit5uNだけでなく、Jit5ut'ａＮも反事実文の述語として使用される点も

suN形と異なる。主体動作動詞、客体変化動詞のぱあい主体の動作が続いて

いたことが、主体変化動詞のばあい主体の変化の結果が続いていたことが想定

される。

137）Jimadzak'inｕ

（泡盛が

Jimadzak'inｕ

泡盛が

138）？jaxgakuxja

neNt'u，naNmajabixrunuduiJiga，

ないので、いまはビールを飲んでいるが、

？ariba？urinuduN．

あればそれを飲んでいる｡）

jasumidi？axsaNnexwaNjagakk'ｏｘ？id3uNdox．

－２７０－



(君が今日は休日だと教えなければ、私は学校に行っている｡）

Jit5ut，ａＮを主文の述語にして反事実文をつくるとき、想定される非レアル

な出来事のテンスは過去、あるいは現在で、アスペクト的には動作継続（ある

いは変化結果の継続）である。

139）？jaxgatumiraNneX，？ｎａｍａ

（君が とめなければ、まだ

?ａｔｔ５ｕｆａＮ．

歩いていた｡）

140）？amixpuranuba，namad3ibuNpat'ak'iJiguxt'uja？waxt'ut'aN．

(雨が降らなければ今頃畑仕事は終わっていた｡）

141）？arigMjaNneXwaNjat3uxnusak，ixdiwaharaNgut，unudut'aN．

(あいつが言わなければ、私は人の酒だと気づかず飲んでいた｡）

142）？jaxgahat5imiraNnex，？ｕｎｕｋ'waxjakurumara？utit，ut'aN．

(君がつかまなければ、その子は車から落ちていた｡）

Jit5ut'ａＮは、未来時を明示する時間副詞や状況語があれば、未来のことを

想定して表わすことも可能である。アスペクト的には主体動作動詞、客体変化

動詞は主体の動作の継続を、主体変化動詞は主体の変化結果の継続を想定して

いるのだが、ひとまとまり的な出来事を表わすこともある。ここでもアスペク

ト、テンス的な意味からの開放が始まっているのだろうか。

143）？jaxgajasumidi？axsaNnex？at5axNgakk'oxt3i？id3ut'aN・
声、ソへ.ﾉﾍｰﾉﾍ.グヘンヘ.'へ

（君が休日だと教えなければ、明日も学校に 行っていた｡）
ﾍｰﾉﾍｰﾉヘーノヘゾヘン

144）ｋｕｘ？id3asuNdiwaharaNnex，？at3axmadixlnutt3ut，ａＮ・
戸、ゾヘゾー、.'､.'■Ｌ'■､､ノヘソヘ.'、.ノー

（今日出すべきだと気づかなければ､(書類を)明日まで持っていた｡）
ヘゾヘゾヘンヘゾヘゾヘ.'■、

145）ｋ'waxnuduxjalnasaNnex？at3axjarjok'oxkai？id3ut'aN、
へ.グヘゾヘゾ、ソ、.'、ソへ

（子どもが’|筌我をしなければ、明日は旅行に 行っていた｡）
ヘンヘゾヘーグヘノヘ.'
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Jit3uNを主文の述語にするとき、コンテキストなどによって反事実'性が明

示されていなければ、実現の可能性のある仮定を表わすことになる。

146）［生死は確認できないが、生きていれば大学生の可能性があるとき｡］

？ｕｎｕｋ'waxnu？it3it3uineKnamad3ibuNdaigakuseinatt'uNjal．

（その子が生きていれば､いまごろは大学生になっている｡）

147）sak'inut3assaN？ariba？att'axja？namanuduNdox．

(酒がたくさんあれば、あいつらはまだ 飲んでいる｡）

3.3．Jit3uit1aN（シテイヨツタ・第二過去形）

謝名方言の動詞には継続相をあらわすJit3uN形にも第二過去形のJit3uifaN

(シテイヨッタ）がある。Jit3uit，ａＮは、過去の設定時をまたいで存在した主

体の動作継続、主体の変化結果の継続を表わす。いずれもアクチュアルな過去

の出来事を表わしている。

主体動作動詞

148）waxga？it3inextaraxjanat3uit'ａＮ．

（私が行くと太郎は泣いていた｡）

149）ｐ'upp'ultumerixga？id3aIt'u，murajaxnumexra？att5uit'ａＮ．

（祖父を探しに 行ったら、公民館の前を歩いていた｡）

客体変化動詞

150）paJixri？ak'iraxdiJit3aXt，ｕｐｕｐｐｕｘｇａ？nax
フフ

（戸を開けようとしたらおじいさんがもう

151）nimuxt3ijamixmixgakurumara？id3at3uit'aN．

?ak，ituit，ａＮ．

開けていた｡）

(荷物は兄が 車から出していた｡）

152）rok'ud3iniduJinujax？id3axt'ｕｊｕｘｂａＮ

（六時に 友人の家に行ったら夕飯を

ｋ，ａｘｔ'ｕit'ａＮ．

食べていた｡）
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主体変化動詞

153）mit5inexmajaxnuJid3uit'ａＮ．

(道に 猫が 死んでいた｡）

154）waxgakexrineKjaxnuhaxgaijat3eXt，uit'aN．

（私が帰ると、家の灯りは消えていた｡）

155）ｐ，upp'uxja？ik'uHsanupad3imaruk'ajamaxt'ukai

（祖父は、戦争が 始まるまで本土に

?id5uit'ａＮ．

行っていた｡）

Jit3ut'ａＮとJit5uit，ａＮは、過去時における動作の継続や変化結果の継続を

表わすというアスペクト的な意味は同じである。しかし、Jit3ut'ａＮが過去の

習慣、パーフェクト、反実仮想を表わせるのに対して、Jit3uit，ａＮは、過去の

習慣、過去パーフェクト、反実仮想を表わせないようである。今後調査をさら

に進めて確認したい。

４．Jit5eN形（シテアル）

Jit3eN形は、客体の変化結果の継続、動作や変化の間接的な結果（効力や

痕跡)、痕跡などに基づいた間接確認（推論）を表わす。Jit3eN形もテンスに

したがって非過去形と過去形が対立するが、第一過去形と第二過去形に分かれ

ない。Jit3eN形（表６参照）には直説法、質問法の活用形はあるが、はたら

きかけ法の命令形、さそいかける形がない。ｓｕＮ形、Jit3uN形とは異なる

Jit3eN形のアスペクト・テンス・ムード的な意味の特徴が表われている。

【表６】

むすび

。ｕむすび

直
説
縢

－２７３－

非過去 過去

直
説
法

断
定

一般むすび

dｕむすび

推量

hatt3eRN

hatt3ｅｘｒｕ

hatt3ｅＸｒａ

hatt5ｅ xt'aＮ

hatt3ｅ Ｒｔ'ａｒｕ

hatt3ｅ ｘｔ'ａｒａ

質
問
法

肯否たずね

疑問詞たずね

hatt3ｅＸｍｌ

hatt3ｅＲｇａ

hatt3ｅ :t，iｘ

hatt3eXt'aga



Jit5eN形が客体の変化結果の継続をあらわすのは客体変化動詞に限られて

いる。主体動作動詞、客体変化動詞、主体変化動詞のJit3eN形は、動作や変

化の間接的な結果（効力、痕跡）を表わす。さらに、動作や変化などの間接的

な結果としてあらわれる痕跡などを根拠にした間接確認（推論）というムード

的な意味も表わす。

客体結果継続、効力を表わすばあいには人称の制限がないが、痕跡や間接

確認を表わすときには主語に人称の制限があり、一人称を主語にできない。

Jit3eN形は、認識的モダリテイーと関わるアスペクト・ムード形式である。

Jit3eN形もテンス、アスペクト・ムードがからみあった複合的な形式である。

Jit3exfaN（シテアッタ･過去形）は、特定の過去の時間に確認した客体結果

の継続、痕跡、効力を表わす。過去の設定時点の場面、状況、何らかの痕跡な

どからさらに先行する出来事を発話時において推論するときには、Jit3ext'ｅＮ

が使用される。

4.1．Jit3eN（シテアル・非過去形）

Jit3eNは、(1)客体結果、(2)パーフエクト、(3)間接確認（推論)、(4)意外性、

(5)反実仮想をあらわすことができる。

4.1.1．客体結果

客体変化動詞のJit3eNは、発話時＝設定時の以前に、主体の動作によって

客体に必然的にもたらされる客体の変化が終了限界に到達し、客体の変化後の

結果的な状態が発話時に継続していることをあらわす。主体のはたらきかけに

よる客体の変化は、設定時に先行する場面ですでに終了限界に到達している。

客体結果を表わすばあい、人称の制限はない。

客体の変化結果の継続を表わす文では、動作の主体を主語にし、主体の動作

をうけて変化する客体を補語にして表わす。はたらきかける主体の動作と、

はたらきかけをうけて変化する客体とが明示される二重構造をなしている。次

の例文のばあい、主体？ａＮｍａｘをｇａ格（あるいはｎｕ格）で表示し、客体

beNtoxをはだか格で表示している'3)。
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？ａＮｍａｘｇａ

(母さんが

ｂｅＮｔｏｌ

弁当を

?ut3eN．

置いてある｡）

主体を明示することによって客体の結果的な状態を主体との関係においてと

らえることができる。客体変化動詞が意志動詞であることから主体の意図的な

はたらきかけによって客体の結果的な状態が発生したことも表わされる。

156）ｐ,app'axgasuik'wat3itt5exNdoLkadi？ik'e、

(祖母が 西瓜を切ってあるよ。食べて行け｡）

157）ｎｕｘｄｉｔ５ｉ？ｍａｘｎｉｘｂｅＮｔ'ｏｘ？aigasax？

（どうしてそこに弁当があるの？）

？jaxgawaJJiraNgut'ｕｓｕＮｄｉ？okk'axgａ？ut3eN．

（おまえが忘れないように母さんが置いてある｡）

158）ｐ'upp'uxkainumasuNdit3ip'app'axgasak'ixhoxt'ｅＮ．

(祖父に 飲まそうと祖母が 酒を買ってある｡）

159）Jigut'ｕ？waxt'ipaJixriNk'uxt'eNkuxja？naxsuxJijanuNneN．

(仕事が終わって戸も閉めた。今日はもうすることは何もない｡）

4.1.2．パーフェクト

Jit3eNを述語にするばあい、パーフェクトを表わすことができる。すなわ

ち、先行時に実現した動作や変化によって生じた間接的な結果（効力や痕跡）

が発話時に存続し、なんらかのかかわりをもっていることを表わす。このとき、

動詞の語彙的な意味に制限がなく、主体動作動詞でも主体変化動詞でも客体変

化動詞でも動作や変化のあとに残された効力や痕跡を表わす。

先行する主体の動作や変化そのものを直接的にとらえて出来事時点をしめす

時間の状況語や従属文、変化場所をしめす状況語や従属文を共起させ、その出

来事がひとまとまり的に表現されていることを表わす。現代日本語「シダ」に

訳せるが、焦点は発話時に存続する間接的な結果にあるといってよいだろう。
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主体動作動詞

160）mixmixjaJitt3uigajax？

（兄は知っているかな？）

ｗａｘｇａ？it3eN．

(私が言った｡）

客体変化動詞

客体にはたらきかける主体の動作に焦点があり、動作の効力が残されている

ことを表わす。変化の終了限界達成後の客体の変化結果に焦点があれば、客体

結果の継続を表わすのである。

161）？unu？oxp，ajakissawaZga？arat'eNdox、Jik'axt'iNJimiNdox．

（その野菜はさっき私が洗ったよ。使ってもいいよ｡）

162）kusuinudiK？

（薬を飲んだ？）

？iＮ，？ｎａｘｎｕｄｅＮｄｏｘ．

（うん、もう飲んだよ｡）

163）mjaxnukusaxjakinuNt，ｉｈａｔ'ｅＮ．？aNsut，ukuxjajuhumariN．

（庭の草は昨日で刈った。だから今日は休める｡）

主体変化動詞

164）jak'uxbat5ija？ik，aNt'ｉＮ

（役場には行かなくても

ｎｕｘｇａｓａｘ？

（どうして？）

？ｎａｘｗａＮｇａ？id3eN．

JimiNdox．

いいよ｡）

(もう私が行った｡）

165）sat3uxJimixbuJext，aJiga，？nax

（咲くところを見たかったが、もう

sat5eN、萎んだ花をみて。

咲いた｡）
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主体動作動詞、主体変化動詞、客体変化動詞、状態動詞もJit5eN形をとる

ことができ、先行時における具体的な運動（動作、変化、状態）の間接的な結

果状態（痕跡）が残存していることを表わすLDoJit3eNが痕跡を表わすぱあ

い、先行の動作や変化を前提にするが、先行時の動作や変化を直接知覚してお

らず、そこに存在する状態や周囲の状況、経験、以前の状態との対比などを根

拠にした間接的な確認によって、結果的な状態を生じさせた先行の動作や変化

などを推論し、結果として発生した状態を痕跡として説明する。

Jit3eNが述語になるとき、発話時をまたいで痕跡が存在することを表わし、

Jit3ext'ａＮが述語になるとき、過去の特定の時間に痕跡が存在していたこと

を表わす。テンス的にJit3eNは現在で、Jit3ext'ａＮは過去であるが、先行す

る動作、変化をふくんでいて、アスペクトテンス、ムードが複合している。

痕跡を表わすとき、人称制限があって一人称を主語にすることができない。

痕跡は推論とつながっていて、その点でもアスペクト・テンスとモダリティー

が相関している。

主体動作動詞

166）tuinu

（鶏が

jaxnunahaxra

家の中を

?att3eN．

歩いている｡）鶏の足跡がある。

主体変化動詞

167）ｐ'upp'uxjapat'aRk，it3i？id3eN．（祖父は畑に行っている｡）

耕具などがなく、祖父の姿もない。畑に行った痕跡がある。

（?it3uN行く）………→痕跡の現存

BＴ ＲＴ＝ＳＴ

客体変化動詞

168）ｐ，upp'ｕｘｇａ

（祖父が

169）ｐ'upp'uxja

mjaNt,iharibaxmoxt3eN、

庭で 枯葉を燃やしてある｡）

kusuinudagajaH？
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薬を飲んだかなあ？）

nudeNdox．

(おじいさんは

？iＮ，ｔ，axt3i

(うん、２錠 飲んであるよ｡）薬の包みやコップなどが残っている。

4.1.3．間接確認（推論）

Jit3eN形は、のこされた結果的な状態（痕跡）をもとに先行する変化や動

作、あるいはその主体や客体は何だったかなど、発話主体の推論を表わす。そ

の場合、生活経験や常識から判断してかなりの確定`性をもって推論される。仲

宗根（1983）では、「～にちがいない」と標準語訳をつけたり、〈間接に推定し

そう判断される〉あるいはくそう判断される〉という補いをいれたりして、推

論性や間接確認をとらえている。

動詞の語彙文法的なタイプにかかわりなく発話者の間接確認を表わすことが

でき、認識的ムードを表わしている。人称の制限があって、一人称を主語にす

ることはできない。

170）jubiNt'isat3eNjax．

(昨夜のうちに咲いたんだ｡）［萎み具合から咲いた時間を推論］

sat3uN←………萎んだ花（痕跡）

EＴＲＴ＝ＳＴ

ｐａｆａＸｋ，ira？att3eN・

畑を歩いている｡）小さな足跡から推論。

tJaxexneKnudeN・

茶なら飲んだだろう｡）

？ｕｎｕｐａｈｕｘ？aｋ，it'ｅＮ．

この箱を開けている｡）痕跡から祖父が開けたと推論。

hunupunixhud3eN仲宗根（1983.p482）

この船を漕いである。〈そう判断される〉。

171）warabixnu

（子供が

172）ｐ'upp'uxja

（祖父は

173）ｐ，upp'uxja

（祖父は

174）tagagexra

（だれかが

175）［数日前から滞在していた田舎の叔父の部屋の様子から｡］
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kinumadijauit，ｅＮ．

(昨日まではいたにちがいない｡）

？ｍａｘｎｉｘｎａｇｅｘ？ait'ｅＮ．

(ここに長らくあったにちがいない｡）

taJik，ani？arixgaitt'ｅＮ・仲宗根（1983.p598）

(たしかに彼が もらったにちがいない。そう判断される｡）

176）

177）

178）？nax？ariKjatatt5eN・仲宗根（1983ｐ231）

（もう彼は立っている。そう判断される｡）

179）？arixja？naxJid3eN、仲宗根（1983.pl90）

（彼はもう死んでいる。〈間接に推定しそう判断される意>･）

4.1.4．意外性

Jit5eNを述語にする文は、話し手にとって予想外の出来事の確認（発見）

などの意外性も表わす。

180）［朝起きて咲いている花を見て］

jubixsat5eNjax．

(昨夜咲いたんだ｡）

181）［朝起きて庭が濡れているのを見て］

？ai，？amixputt'ｅＮ．

(あれ、雨が降ったんだ｡）

182）［思わぬところでおじいさんのタオルを見つけて］

？ai，ｐ,upp，uxgatenugui？ufut3eN．

(あれ、祖父が タオルを落としたんだ｡）

183）［予定外の出席者に気付いて］

？ai，？jaxNuit'exsajax．

(あれ、君も居たんだ｡）

184）［弱って死にかけていた金魚が死んでいるのを見て］

kiNgjonuJid3eN．
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(金魚が死んだんだ｡）

また、Jit3eNを述語にする文は、発話時以前にもっていた疑問や予想をな

んらかの手段によって発話時に確認したことも表わす。

185）［万歩計が予想通りの距離なのを見て｡］

japp'aJi？USSanaX？att3eXSajaX．

(やっぱりこんなに歩いたんだ｡）

186）［妻が部屋の鍵をカバンに入れてくれているのを確認して｡］

japp'aJikabaNkai？iNt'eN．

(やっぱりカバンに入れたんだ｡）

187）［履歴書を見て予想通りの経歴だったのを確認して｡］

japp'aJitoKkjoxniuit'elsajax．

(やっぱり東京に居たんだ｡）

4.1.5.反実仮想

Jit5eN形を述語にする文は、反実仮想、非現実を表わす。このばあいも人

称の制限はなくなる。

188）？ariga？jaxnubawanuja？unusak'ｉｘｍｕｒｕ

（彼が言わなければ、私はその酒を全部

nudeN．

飲んでいた｡）

189）watt，amja1nupanaNhad3ixpuk'aXnubasatt5eNjax．

（うちの庭の花も台風が来なければ咲いていたね｡）

190）ｍｕＪｉ？arixgatigaxmixhak'aNnat'axrabawaxgahatt5eNjaX．

（もし彼が手紙を書かなかったら、私が書いていたね｡）

仲宗根政善（1983.p401）

4.2．Jit3extIaN（シテアツタ・過去形）

Jit5ext'ａＮは、(1)客体結果、(2)パーフエクト、(3)意外性、(4)反実仮想をあ

－２８０－



らわすことができる。存在動詞？ａＮｕＮはこの形をとることができないよう

である。

4.2.1．客体結果

客体変化動詞のJit3ext'ａＮは、過去の設定時以前に客体の変化が終了限界

に到達し、客体の変化後の結果的な状態が過去の設定時に継続していたことを

あらわす。

191） ｗａｘｋ'urumajakeisatsunumit3inusubani？exk'at3ext，aN．

(私の車は警察が道路の脇に動かしてあった｡）

waZga？ik'ｕｘｋ'ａｋ'ott3ijamuruxk'aKt'ext'ａＮ

(私が行くまでに御馳走は全部食べてあった｡）

Jigut'ｕ？waxt'ikeRrunubaxpaJixrijasuraHk'ｕｋ,uxt,ext，aN．

(仕事が終わって帰るとき、雨戸はすっかり閉めてあった｡）

？asａ？uk'it'ipaJiri？ak'iraxdiJit3aZJiga，？nax？okk'axgａ

(朝起きて雨戸を開けようとしたが、もう母が

？ak'it，exfaN．

192）

193）

194）

開けてあった｡）

195）waKga？uk'irineKjap，upp'uxja？naX

（私が起きたときには祖父はもう

196）ｐ'upp，uxjatenugui？ut'ut5ext'aN．

ｗat'ext，ａＮ．ｔａｍｕｎｕ

薪を 割ってあった｡）

(祖父はタオルを落としてあった｡）

197）ｗａｘｇａｍｕｎｕｋ'axt'uinu？exda？okk'ａｘｇａＪｉＮｔ，ak'ｕｍｕＮｍｕｒｕ

（私がご飯を食べている間に母が 洗濯物を全部

ｋat'ad3ik'it，exfaN．

片づけてあった｡）

4.2.2．パーフェクト

Jit3ext'ａＮを述語にすると、設定された過去の特定の時間よりもさらに先
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行する過去の設定時点において実現した動作や変化によって生じた効力が過去

の設定時に存在したことを表わす。

198）？maxjanarasaNt'ａＮ．

（そこは教えなかった｡）

nuxdit3iga．

（どうして？）

bit5inuJiNJixganarat3ext'ａＮ．

（別の 先生が 教えてあった｡）

(nara:suN教える）効力

SＴＥＴＲＴ

１９９）hanakbja？unuhoNjudext'aN．

（花子はその本を読んであった｡）内容を知っていた。

200）hanak，ojanagulNt'iJit3uinueigat，ak'einaNmitt3ext'ａＮ．

（花子は名護でしている映画を二度も見ていた｡）

201）tud5igahoimuNJit3ikext'ｉｓｕｘｋ'a，warabixjaraxmeN

（妻が 買い物をして帰ってくるまでに、子どもはラーメンを

k，ａｘｆｅＨｔ，ａＮ．

食べてアッタ｡）

(k'eＮ食べる）（keIruN帰る）

BＴ ＲＴ SＴ

また、Jit3ext'ａＮを述語にするとき、過去の設定時点よりもさらに先行す

る過去において実現した動作や変化によって生じた間接的な結果＝痕跡が過去

の設定時に存在したことも表わす。
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202）ｐ'upp'uxjaJit5id3inija？naxpat'axk'it5i

（祖父は７時にはもう畑に

（Jit3uN行く）Jit3id3i不在

?id5ext'ａＮ．

行ってアッタ｡）

ＥＴＲＴＳＴ

ｍａｎｉ?axrugajaxdi？umixt'aJiga，waxga？ik，ｕｘｋ'atudext'ａＮ．

(間に合うかな思ったが、私が行くまでに飛んでいた｡）

sat3uxJimixbuJeHt'aJiga，？naxsat3ext'ａＮ．

(咲くところを見たかったが、もう咲いてアッタ（咲いたあとだっ

た)｡）

taraxjajaxnunaharadurubisaxt3i？att5ext，ａＮ．

(太郎は家の中を泥足で歩いてアッタ｡）

足跡があった。

203）

204）

205）

206）ｐ'upp，uxgamjaNt'iharibaKmoxt3ext'aN、灰が残存。

(祖父が 庭で 枯葉を燃やしてアッタ｡）

207）ｋｉｎｕｘｐ'upp，ｕｘｇａｔｕＮｇｗａＮｔ'ｉｓａｋ，ｉｘ

（昨日祖父が 台所で酒を

nudexfaN．

飲んでアッタ｡）

208）waxga？ik'ｕｘｋ'ａｓａｋ，ixmurunudext，ａＮ．飲んだあとだった。

飲んでアッタ｡）（私が行くまでに酒を全部

209）ｗａ:ｇａ？ik'ｕｘｋ，aJid3eKt'ａＮ．

(私が行くまでに死んでアッタ｡）

42.3．意外性

Jit3ext'ａＮを述語にする文は、発見などの意外性も表わす。

210）［忘れてきたと思っていた鍵がポケットにあることに気づいて］

waJJit'eHNdi？umixt'aJiga、put3uk'urukai？iNt'ext'ａＮ．

(忘れたと思ったが、ポケットに入れてあったんだ｡）
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4.2.4.反実仮想

Jit3ext'ａＮを述語にする文は、反実仮想を表わす。このばあいも人称の制限

はない。このばあい、Jit3ext'ａＮをJit3ext'ｅＮに置き換えることができる。

211）？aｍｉｘ

（雨が

212）？ariga

（彼が

213）？jaxga

（君が

214）had3ix

（台風が

puranubapaJirijamurux

降らなければ、戸は全部

?aｋ,it，ｅｘｔ，ａＮ．

開けていた｡）

?jaxnubawanuja？unusak，iｘ

言わなければ、私はその酒を

?axsanuba，jasumidiwaharanu

教えなければ、休日だと知らずに

ｐｕｋ，axnubasat3ext'ａＮ．

nudeHt'ａＮ．ｍｕｒｕ

全部 飲んでいた｡）

gakkoxt3i

学校に

?id5ext，ａＮ．

行っていた｡）

来なければ咲いていた｡）

５．suxt，ｅＮ，Jit3uit，eNJit5ext'ｅＮ
謝名方言の動詞は、アスペクト・テンス・ムードに関わるものとしてこれま

でみてきた形式のほかに、ｓｕｘｔ'eNJit3uit'ｅＮ、Jit3ext，ｅＮがある。これら

の形式は、間接確認（推論)、意外性、反実仮想を表わす。詳しい検討は今後

の課題である。

5.1．ｓｕｘｆｅＮ

ｓｕｘｔ'eＮ（シテイテアル）は、ｓｕ１ｔ，aＮ（シヨッタ）の語尾の-t，ａＮを-t'ｅＮに

取り替えたもので、痕跡や場面、状況などに基づいて過去の設定時に存在した

動作や変化の推論を表わす。推論は発話時に行なわれる。

215）sak'id3oxguxeKt，u，？aribatJassaNnumixt'ｅＮ．

（酒好きだから、あればいくらでも飲んだだろう｡）

216）？jaxgahuxjoxri？ixba，？ariNhaNnad3isuxfeNjax．

（君が 来いと言えば、彼もきっと来ただろう｡）
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suxt，ｅＮを述語にする文は、反実仮想を表わすこともできる。このばあいも

人称の制限はない。

217）ｎａｍａ？maxnijauraNJiga，uinex？ariNnumixt'eNjax．

（いまここにはいないが、いれば彼も飲んだだろう｡）

218）huxjoxri？it3exriba，？ariNsuxt'eNjax．

（来いと言っていれば、彼も来ただろう。実際は来なかった｡）

219）pudaxJid5eN・仲宗根（1983.pl90）

（あぶないところで死ぬところだった｡）

suxt,ｅＮを述語にする文は、予想外の新事実を確認（発見）したことを表わ

す。

220）sak，ixnumanuxdi？umit'aJiga，？jaxnumit'exsajax．

（下戸だと思っていたが、君飲むんだ／飲めるんだ｡）

221）？ik'aNdi？umit'aJiga，？jaxN？it3ut'exsajax．

（行かないと思ったが、 君も行くんだ｡）

222）［車を持つのでいつも酒を飲まない人が酒を頼んでいるのをみて］

？jaxnumifexsajax．

(おまえ､飲むんだ／飲むつもりなんだ｡）

223）［台風接近で飛ばないと思っていたのに、フライト予定のニュースを見て］

ｋｕｘｈｉｋ'oxk'itubit，eXsajax．

(今日飛行機飛ぶんだ｡）

また、suxt'ｅＮを述語にする文は、発話時以前にもっていた疑問や予想をな

んらかの手段によって発話時に確認したことも表わす。

224）［台風は近づいているが、飛ぶと思っていた。フライト予定を確認して］

japp'aJikuxhik'oxMtubit'exsajax．
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(やっぱり今日飛行機飛ぶんだ｡）

225）muk'axJija？amanujaxni？ait，arapad3iexJiga，

（昔はあの家にあったはずだが、

？iＮ，huxseimitt3aNdox．

（うん、幼いころ見たよ｡）

japp'aJiMt，exsajax／?ait'ext'esajax．

?jaRwaharuNnax？

君分かる？）

(やっぱりあったんだ｡）

5.2．Jit3uit'eN

Jit3uit'eＮ（シテイテアル）は、Jit3uit'aＮ（シテイタ）の語尾の-uit'ａＮ

を-uit'ｅＮに取り替えたもので、過去の設定時に存在した痕跡や場面、状況な

どに基づいて、同時に存在した動作継続や変化結果の継続の推論を表わす。推

論は発話時に行われる。

226）waxgadeNwaJiRnexja？unut3uxja

（私が電話したときその人は山中を

？aNsut'udeNwaturaraNfexsajax、

それで電話をとれなかったんだ｡）

jamanahara？att3uit'ｅＮ．

歩いていたにちがいない｡）

227）tunaiNt'ijabit5inuJiNJixganaraxt3uit'ｅＮ．

(隣では別の先生が教えていたにちがいない｡）

228）hanak'ojanaguxNfiJit3uinueiga

《花子は名護でしている映画を

229）［数日前に咲いていた花の萎み具合をみて｡］

jubimadijasat3uit'ｅＮ．

mitt3uit'ｅＮ．

見ていたにちがいない｡）

(昨夜までは咲いていたにちがいない｡）

230）ｐ'upp'uxjaJit3id3inija？naxjaxt3i

（祖父は７時にはもう家に

231）？ott'o1jawaxgahuxseinipaNniN

（父は私が幼いころ半年

t3uifeN．

来ていたにちがいない｡）

toxkjoxt3i

東京に

?id3uifeN．

行っていた｡）
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232）muk，aJijasurad5iNbik'exJit5uit'ext'ud3iniHjamaNduit'eN．

（昔はいい着物だけ着ていたから金は多かったのだろう｡）

Jit5uit'ｅＮを述語にする文は、なんらかの手段によって予想外の新事実を確

認（発見）したことを表わす。動作継続、変化結果の継続などが確認されるよ

うである。

233）［ウオーキングの最中に知人に会って｡］

namamadiwaxraNt'aJigajunutuk'ｕｍａ？att3uit'exsajax．

（いままで分からなかったが､同じ所を歩いていたんだ｡）

234）daNp'exhamext，aJiga，？jaxgadumutt3uit，exsajax．

（あちこち探したが、 君が 持っていたんだね｡）

235）taxgat3itt3uigajaxdi？umMaJiga，？jaxgadu

（誰が切っているのかなと思ったが､君が

236）［飼っている小鳥の死骸をみて｡］

nuxganak'axnudi？umiba，Jid3uit'exsajax．

t3itt3uit'exsajax．

切っていたんだね｡）

(なぜ鳴かないのかと思ったら、死んでいたんだ｡）

237）［偶然に居酒屋で知人に会って｡］

？jaNhumaNt，inuduit，exsajaI．

(君もここで飲んでいたんだ｡）

238）［咲いている花を見て］

sat3uxJimixbuJexfaJiga，

（咲くところを見たかったが、

239）？ik'iraJeNdi？umixt'aJiga

（少ないと思ったが、

sat5uit，exsajax．?ｎａｘ

もう 咲いていたんだ｡）

maNduit'eKsajax．

たくさんあったんだ｡）

また、Jit3uit'ｅＮを述語にする文は、発話時以前にもっていた疑問や予想を

なんらかの手段によって発話時に確認したことを表わす。
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240）［遅れる人を待たないで飲み始めているだろうと予想して｡］

japp'aJinuduit'exsaja【．

（やっぱり

241）japp，aJi

（やっぱり

飲んでいたんだ｡）

?aJiduit，exsajax．

遊んでいたんだ｡）

242）japp'aJitoxkjoxni？id3uit，exsajax．［友人の旅行先を確認して｡］

(やっぱり東京に 行っていたんだ｡）

Jit3uit'ｅＮを述語にする文は、反実仮想を表わすこともできる。このばあい

も人称の制限はない。

243）？ujanubjoxk'ｉ？araxnubanax?upp'itoKkjox？id3uit'ｅＮ．

(親が病気でなければ、もつと東京に行っていただろう｡）

244）ripp'asudat'it'uinexjawatt'ajaxnupanaNsat3uit'eNjaX．

(ちゃんと育てていれば、我が家の花も咲いていただろうなあ｡）

245）？at，arasaJit3iJik,exba？namamaNduit，ｅＮ．

(大切に 使えばまだたくさんあっただろう｡）

5.3．Jit5ext'eN

Jit3ext，ｅＮは、Jit3ext'ａＮの語尾の-ext，ａＮを‐ext'ｅＮに取り替えたもので、

過去の設定時に存在した痕跡や場面、状況などに基づいて、さらに先行する出

来事を発話時において推論するときに用いられる。

246）ｐ'upp'uxjaJit3id3inija？naxpat'axk'it3i？id3ext'eN．

（祖父は７時にはもう畑に行ってあったにちがいない｡）

247）hanak'ojanaguxNt，iJit3uinueigamitt3ext，ｅＮ．

（花子は名護でやっている映画を見てあったにちがいない｡）

248）？maxjabit3inuJiNJixganarat3ext'ｅＮ．

（そこは別の先生が 教えてあったにちがいない｡）
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249）taruNmutt3i？id3ijaneNt，u，？amani

（誰も持っていってないから、あそこに

?ａ'it，ext，ｅＮ．

あったのだろう｡）

Jit3ext'ｅＮを述語にする文は、反実仮想を表わすこともできる。このばあい

も人称の制限はない。

250）？aｍｉｘ

（雨が

251）？ariga

（彼が

252）？jaxga

（君が

253）had5ix

（台風が

puranubapaJirijamurux

降らなければ、戸は全部

?aｋ'it'ｅ【ピｅＮ．

開けていた｡）

?jaxnuba，wanuja？unusak，ｉｘｍｕｒｕ

言わなければ、私はその酒を全部

?axsanubajasumidiwaharanugakk'oxt3i

教えなければ､休日だと知らずに学校に

ｐｕｋ，axnubasat3ext，ｅＮ．

nudexfeN．

飲んでいた｡）

?id5ext'ｅＮ．

行っていた｡）

来なければ咲いていた｡）

Jit5ext，ｅＮを述語にする文は、なんらかの手段によって予想外の新事実を確

認（発見）したことを表わす。客体結果、効力などが確認されるようである。

254）wanuNtuiga？id3axJiga？jaxgasat3itutt'ext'exsajaH．

(私も探りにいったが、君が先に採ってあったんだ｡）

［友の話を聞いて］

255）？namat3itt3ineNdi？umixtaJiga，？jaxgadut3itt3ext'exsajax．

（まだ切ってないと思ったが、 君が 切っていたんだ｡）

256）nuxdit3ijuxwaharugajaxdi？umixt'aJiga？jaxganarat5ext'exsajax．

（どうしてよくわかるのかなと思ったが、君が教えていたんだ｡）

257）taruN？id3ineNdi？umixt，aJiga、？jaxgadu？id3ext'e1sajax．

（誰も行ってないと思ったが、 君が 行っていたんだ｡）

258）waJJit'ｅＮｄｉ？umixt'aJiga、put3uk'urukai？iNt'ext'exsajaX．

(忘れたと思ったが、ポケットに入れてあったんだ｡）
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259）ｎｅＮｄｉ？it3uifaJigataN

（ないと言っていたが、誰も

260）？amanuJimanixnagex

（向こうの島に 長らく

Jik'at'ｉｎｅＮｔ，ｕ？ｎａｍａ

使ってないから、まだ

ｕ'it'ext，ｅＮ．

?a，it'e:t'esajax．

あったんだ｡）

居たんだ｡）［父の住民票をみて｡］

また、Jit3ext'ｅＮを述語にする文は、発話時以前にもっていた疑問や予想を

なんらかの手段によって発話時に確認したことを表わす。

261）japp'aJi

（やっぱり

262）wanuN

（俺も

263）japp'aJi

（やっぱり

264）japp'aJi

（やっぱり

nude:CexsajaK．

飲んであったんだ｡）

?att3ext，exsajax．?ｕｓｓａｎａ

こんなに 歩いていたんだ｡）

higaJiNJiRga

比嘉先生が

narat3ext'exsajax．

教えてあったんだ｡）

?ut3eRfeKsajax．ｎａｇｅｘ

長らく 置いてあったんだ｡）

265）muk，axJija？amanujaxni？ait'ext'erapad3ijaJiga，

（昔はあの 家にあったはずだが、

？iＮ，huxseimitt3aNdox．

（うん、幼いころ見たよ｡）

japp'aJi？ait，ext'esajax／?ait'exsaja:．

waharuNnax？

分かる？）

(やっぱりあったんだ｡）

客体結果、効力などが過去の設定時に存在したのではないかと疑わしく思っ

て聞き手に確認するとき過去の事象の確認要求を表わすJit3eKt'ext'arajax

(シテアッテアッタダロウ）を使うことできる。それに対して答えるとき、

Jit3ext'ext，aＮ（シテアッテアッタ）を使うことができる。さらに、そこで確

認したことを表わすとき、Jit3ext'ext'eＮ（シテアツテアル）を使うことがで

きる。
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266）ｗａＸｇａ？id3axnubax？naxsak，ｉｘ

（私が 行ったときもう酒を

？iＮ，？naxnudexfext'aNdox．

nudext'ext'arajax？

飲んであっただろう？）

(うん、もう飲んであったよ｡）

japp，aJi

(やっぱり

nudexrext'esajax．

飲んであったんだ｡）

267）？okk'ａｘｇａｈａｘｍａｍｅｘｒａｂｅＮｔ，oHsuk，oxt'ｉ

（母さんがずっと前から弁当を作って

？iＮ，？ut3exピeKt'aNdox．

?ut3ext,ext，arajax？

置いてあっただろう？）

(うん、置いてあったよ｡）

japp，aJi

(やっぱり

?ut3ext'ext'exsajax．

置いてあったんだ｡）

5,3．その他のJit5eN

動詞の否定形式、形容詞、述語になる名詞にも、推論、反実仮想、意外性を

あらわす形式として、過去形の語尾faNをt'ｅＮに取り替えた形がみられる。

これらの形式についての分析、記述も後に残された大きな課題である。

268）ｐ，app，axjasuik'ｗａ

（祖母は西瓜を

t5iraNt'ｅＮ．

切らなかったんだ｡）

269）？urigat3iraxmiribaM'urusat，exsajax．

（この人の顔をみると（分かるが)、

270）naNmaduwahaxt，aJiga，？unu

（今分かったんだが、その

怖かったんだね｡）

JiNJixext,eNbaxjax．t3uxja

人は 先生だったんだね｡）

本論文は「方言における述語構造の類型論的研究」（平成15年度～17年度科

研基盤研究(B)研究代表者：工藤真由美)、「言語接触論から見た日本語の多様性

に関する総合的研究」（平成19年度～20年度科研基盤研究(B)研究代表者：工藤

真由美）の研究成果の一部である。とくに「方言における述語構造の類型論的
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研究」の合同研究会では多くのことを学んだ。また、参文献にあげた奥田靖雄、

工藤真由美、須田義治の論考からも多くを学んだが、いずれもまだ本稿には十

分に反映させられていない。

つけたし

仲程昌徳先生は、狩俣の入学１年前、島袋の入学２年前の1973年に琉球大学

に赴任している。琉球大学首里キャンパス時代の在学中から仲程先生には多く

のことを教えていただいた。島袋、狩俣の共通の恩師である仲宗根政善先生と

関わって、特に、島袋は、仲宗根政善著『沖縄今帰仁方言辞典」の編集、およ

び、附属図書館所蔵「仲宗根政善言語資料」の整理、製本作業に関わって、仲

程先生から多くの助言と励ましをいただいた。仲程先生は、おそらく、仲宗根

政善先生の教え子の中で先生を最もよく知る方であろう。仲宗根政善先生の論

文集『琉球方言の研究』、歌集『蚊帳のホタル』、『ひめゆりと生きて－仲宗根

政善日記」などは仲程先生が陰に日向に支えたものである。そして仲宗根政善

先生の跡を継いで「ひめゆり平和祈念資料館」を支えている。仲程昌徳先生の

退官記念となる本紀要に今帰仁方言の文法に関する論考を寄せることができた

ことをうれしく思う。

【注】

本稿の方言資料は簡略的な音声記号を用いて表記する。

謝名方言の無声破裂音には喉頭音化した[p'，ｔ'，ｋ，]と喉頭音化しない[p`，

t`，ｋ`]が対立する。同様に，無声破擦音にも喉頭音化した[t3]と喉頭音化

しない[tJ]が対立する。喉頭音化した無声破裂音には「,」を記し、喉頭音

化しない破裂音には「`」を記さないこととする。喉頭破裂音を伴って現れ

る母音と，喉頭音化しない母音とが対立する。また、半母音、鼻音にも喉

頭音化した［?ｗ］［?』］［?ｍ］［?n]と喉頭音化しない[ｗ］［j］［ｍ］［n］が対立

する。擬音にも喉頭音化したものと喉頭音化しないものの対立がある。
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２

方言資料の大部分は島袋の内省によるものである。島袋は1955年今帰仁村

字謝名で生まれ。1974年から1980年まで浦添市、1980年から1983年横浜市、

1983年から宜野湾市に在住。方言資料には、島袋昌子（昭和7年生まれ。島

袋の母親)、仲宗根政善（1983）で確認したものが含まれる。

suN形のなかでも叙述法、質問法の第一過去形の系列の活用形、および、

はたらきかけ法の活用形はｕＮの融合しない形である。そのことがsuN形

のアスペクト・テンス・ムードの現われ方に影響を与えている。そのこと

については稿を改めて詳述したい。

沖縄の人たちの話すウチナーヤマトゥグチ（琉球方言の影響を強く受けた

沖縄の人たちが話す日本語クレオール）では、この第二過去形を「食べヨッ

タ」「飲みヨッタ」「しヨッタ」のようにいう。ウチナーヤマトゥグチの第

二過去形シヨッタも話者の直接知覚を表わす形式であり、西日本方言の進

行を表わす「しよった」と形のうえで似るが、その文法的な意味はことな

る。以下、第二過去形を「シヨッタ」に訳す。

首里方言の「直接的エヴィデンシャリティー」について工藤真由美他

(2007）が詳しく記述しているので、それを参照していただきたい。本稿で

は謝名方言のアスペクト・テンス・ムード体系のなかで「直接的エヴィデ

ンシャリティー」をどのように位置づけるのか詳述できなかった。稿を改

めたい。

中南部方言のぱあい第二中止形にとりたて助詞-jａ（ハ）が接続しｕＮが融

合しているのに対して、謝名方言のばあい、とりたて助詞-ｊａを含まない。

奥田靖雄（1994,ｐ37)。須田義治（2003）の第１章第２節も参照。

鈴木重幸（1963）の首里方言では主体動作動詞（nunuN飲む）にも現在進

行中の動作を表わせたようであるが、工藤真由美他（2007）では主体変化

動詞に限られているようである。

仲宗根（1983.p546）の用例では過去の動作の進行を表わす記述がある。

?ariKjakinuJibaxjamjuxfaN．（彼は昨日芝居を見ていた｡）

?arixja？amanext'ｉｐａt'arat5ut'aN．（彼はあそこで働いていた｡）

仲宗根（l983p363）の用例では過去の動作の進行を表わす記述がある。

３
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?umuNnuxt'ａＮ．（芋も煮つつあった｡）

？arixja？amanext'ikixt5ixt'ａＮ．（彼はあそこで木を切りつつあった｡）

ｕ仲宗根（1983.pl90）の用例では過去の変化の進行を表わす記述がある｡

？arixja？amaxkat，ihit3uXt'ａＮ．（彼はあちらへ行きつつあった｡）

？amanext'ｉ？iNnuk'waxnuJinut'ａＮ．（あそこで犬が死につつあった｡）

鰹工藤真由美（1989,ｐ67）

'３客体を主語にする標準語とはヴォイス構造が異なる。

Ｍ工藤真由美2004「<痕跡〉：以前に成立した事象の偶然的な結果。これに対

して、必然的な場合はく結果>である。〈結果>の場合よりもく痕跡>の場合の

方が、〈以前〉というテンス的側面が強まり、同時に、偶然的結果の知覚に

基づくく発話主体の推論〉というムード的側面も出てくる。
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